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人 口と 面 積( 61. 10. 1)
世 帯　225, 804
人 口　632, 928
男　320, 615
女　312, 313

面 積　53. 25km2
人口密度　11, 886/ km2
《月2 回( 5 日 、20 日) 発 行》

快
適
な
ま
ち
づ
く
り
は

健

全

な

財

政

運

営

で

昭和60年度 決算のあらまし
決算審議の内容を次年度予算に反映させるため、昭和60
年度決算は、財務会計事務の電算化により資料作成期間を
短縮させ、従来の11月議会から、23区で初めて9 月議会で
審議し、認定されました。そのあらましをお知らせします。

昭和60年度決算は、下水道や道路橋梁の整備、学校建設等数多く
の事業を穡唖的に行いました。今後さらに事務事業の見直しや職員
増の捐制等に一層努力し、生活基盤の整備や福祉の充実を行い、住
みよい足立つくりに向けて価実に前進させてまいります。

一 般 会 計

歳入 決算額
1, 407億円

歳出 決算額
1, 358 億円

財源別・性質別決算内訳

歳入決算額
( 財源別)
1, 407億円

歳 出 決 算 額

( 性 質 別)
1, 358 億 円

◎ 一般財源
財源としての使途が制約
されず、どのような経費
にも使用できるもの

◎ 特定財源
財源としての使途が特定
さ れているもの

老人保健医療特別会計
歳入決算額
158億円

歳出決算額
157債円

国民健康保険特別会計
歳 入決算額
264億 円

歳出 決算額
247億円

昭和60年度　一般会計決算額対前年度比較 昭和60 年度　決算概要
6
1年
4
月
に
開
校
し
た
舎
人
第
一
小
学
校

と
入
谷
南
中
学
校
の
併
設
校

あ
な
た
の
納
め
て
い
る
区
税
1
、
O
O
O
円
は

こ
の
よ
う
に
使
わ
れ
ま
し
た
。

小・中 学 枚 、幼 稚 圃 、図& 館 、社
会 教 育 館 、体 ず1館 、プ ー ル な ど

292 円

生 活 保 護 、 各 種 福 祉f 一当 、 保
介「伺、 児 彖 鰍 、 老 入 館 、l べ民
柚 十止セ ン タ ー 、 浮r 嶇: f 1台 な ど

231
円

庁き 刀維持 管理'、広 報、 交通
女令、 災嘗 吋 策、【X民 施 設心
建 設、選 挙な ど

197 円

道 跡 、擒 、水 路 、公 園 、児 豪遊 園 、
ド 水 道 、111街 地 再 開 発な ど

107 円

環岐 整 備、緑 化推 進、 公火 吋
策、『 防接抻、 酋柿健 康、i今断 、
保健 所心 運営 な ど

37
円

商 裳・ 工業・農 業 心 振 興 、 消 費
咎対 策 な ど

9 円

【べ議 会・委 八会 等心運 営

8 円

特 別【X 倹び】,已利償還 金な ど

81
円

そ心 池
38

円

財
政
に
関
す
る
お
問
い
合
せ
は

本
庁
舎
・
予
算
課
へ
。

8
8
2
1
1
1
1
㈹
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円
高
等
で
影
響
を
受
け
て
い
る

中
小
企
業
の
み
な
さ
ん
へ

円
高
対
策
実
施

中
小
企
業
融
資
に

3
%
の
利
子
補
給

昨
年
来
の
急
激
な
円
高
は
、
区
内
中

小
企
業
者
に
さ
ま
ざ
ま
な
影
!
貰
湟

し
て
い
ま
す
。
特
に
、
一
郡
製
造
業
で

は
受
注
が
大
幅
に
減
少
す
る
な
ど
、
大

変
篏
し
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

区
で
は
、
円
高
の
影
響
を
受
け
て
い

る
中
小
企
業
者
の
負
担
を
軽
減
し
、
一

日
も
早
く
経
営
が
安
定
す
る
よ
う
次
の

よ
う
な
助
成
措
置
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
下
記
一
覧
表
の
と
お
り
各
龝

融
資
も
行
っ
て
い
ま
す
。

●
利
子
補
給

対
象

国
ま
た
は
都
の
指
定
す
る
業
極
(
1
8
5

業
檜
)
等
を
営
む
方
叉

現
在
、咀

立
区
中
ふ
企
業
融
貸
を
利
用
し
て
い

る
か
、
こ
れ
か
ら
利
用
す
る
方

利
子
補
給
率

年
3
.
0
%

※
利
子
補
給
は
、
1
0月
1
日
以
降
支
払

っ
た
利
子
分
か
ら
補
給
し
ま
す
。

●
信
用
保
証
料
補
助

対
象
東
京
都
の
環
境
変
化
適
応
資
金

の
う
ち
、
倒
産
企
業
関
連
融
資
聊

3
、
国
際
経
済
変
動
対
策
特
別
融
資
@

9
を
1
0月
1
日
以
降
利
用
し
た
方

補
助
内
容

信
用
保
証
料
本
人
負
怛
分

全
額
補
助

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・
経
済
課

指
導
育
成
^
　
　
H
5
1
9
4

足 立 区 中 小 企 業 融 資 一 覧 表

つくってみませんか　あなたの手で　あなたのまちを

地区環境
整備計画を考える集い

い
ま
、
区
民
の
皆
さ
ん
の
身
近

な
生
活
環
境
の
改
善
が
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

区
で
は
、
艮
好
な
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、
地
区
の
状
況
を

よ
く
ご
存
知
の
皆
さ
ん
の
参
加
を

得
て
、
皆
さ
ん
と
区
が
一
体
と
な

っ
た
「
ま
ち
づ
く
2

を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
一
つ
と
し
て
区
は
、区
内

を
7
0の
地
区
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
区
の
特
性
に
応
じ
た
ま
ち
つ

く
り
計
同
地
区
環
境
整
備
計
胛

を
作
成
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
も
と
に
、
地
区
の
皆
さ

ん
の
ご
意
見
や
ま
ち
づ
く
り
に
対

す
る
考
え
方
を
お
聞
き
し
話
し
合

う
た
め
、
左
表
の
と
お
り
「
ま
ち

づ
く
り
を
考
え
る
集
い
し
を
閲
催

し
ま
す
。

庄
み
艮
い
ま
ち
づ
く
り
を
促
進

す
る
た
め
、
地
区
の
皆
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
そ
の
他
の
地
区
に
つ
い

て
も
、
今
後
『ま
ち
づ
く
り
を
考

え
る
集
い
』
を
開
催
す
る
予
定
で

す
。く

わ
し
く
は
、
本
庁
舎
・
都
市

計
画
課
ま
た
は
ま
ち
づ
く
n
麁
へ
(

　
8
8
2
1
1
1
1㈹)

入選者発表

明るい選挙啓発

ポスターコンクール

今
年
度
の
明
る
い
選
挙
啓
発

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、

区
内
小
・
中
学
生
か
ら
嵋
点
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

厳
正
な
審
査
の
結
果
、
小
・

中
学
生
の
作
品
各
1
0点
が
足
立

区
で
の
入
選
と
な
り
、入
選
作

品
は
都
の
審
査
会
へ
出
品
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

多
数
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

な
お
入
選
者
は
、
次
の
方
々

で
す
。(敬
称
略
)

【
小
学
校
の
部
】

渡
辺
幸
枝
八千
寿
第
七
小
6
年
)

柚
原
な
お
こ
(

同
小
6
年
)

山
崎
美
土
理
(
同
小
6
年
)

山
村
康
子
(

同
小
6
年
)

桜
井
敦
士
(
弘
道
第
一
小
4
年
)

鈴
木
庸
広
(
島
根
小
5
年
)

日
下
部
基
(
同
小
5
年
)

蓮
見
素
子
(

寺
池
小
6

年
)

大
森
康
史
(
同
小
6
年
)

紫
崎
剛
(
溯
江
第
一
小
6
年
)

【
中
学
校
の
部
】

根
岸
美
歩
(
第
五
中
3

年
)

藤
田
陽
子
(
同
中
3

年
)

西
野
裕
子
(
同
中
3

年
)

内
田
潤
子
(
同
中
3

年
)

吉
田
直
樹
(
同
中
3

年
)

佐
久
間
正
巳
(
第
十
五
中
3
年
)

野
田
奈
穂
美
(
同
中
3

年
)

三
浦
浩
二
(
扇
中
3
年
)

林

リ
カ
(
同
中
3
年
)

中
田
晶
子
(
同
中
3
年
)

《
選
挙
管
理
委
員
会
》

縦覧し ま す
北
千
住
駅
西
口
地
区
な
ど

都
市
計
画
決
定
・

変
更
案

次
の
地
域
の
都
市
計
画
決
定
・

変
更
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
縦

覧
し
ま
す
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
関
係
の
あ
る

方
は
、
縦
覧
期
間
中
に
都
知
事
や

区
長
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
(
た
だ
し
○
は
都
知

事
の
み
)
。

縦
覧
期
間
H
月
7
日
～
2
1
日

縦
覧
場
所

都
・
都
市
計
画
局
総

務
部
相
談
情
報
諜
、
区
・
本
庁

舎
都
市
計
画
課

意
見
書
の
提
出
・
問
合
せ
先

都

・
都
市
計
固
局
地
域
計
固
郎
都

市
計
画
課
(
　
2
1
2
5
1
1
1㈹)

区
・
本
庁
舎
都
市
計
画
課
(
　

靦
1
1
1
1
㈹
)

e
北
千
住
駅
西
口
地
区
第
一
種

市
街
地
再
開
発
事
業
の
都
市
計
画

決
定
お
よ
び
変
更
案

都
と
区
で
は
、
新
し
い
形
の
副

都
心
を
め
ざ
し
て
北
千
住
駅
西
口

地
区
に
お
い
て
第
一
種
市
街
地
再

開
発
事
業
、
交
通
広
場
、
都
市
計

画
道
路
の
決
定
と
用
途
地
域
、
高

度
地
区
、
防
火
地
域
お
よ
び
準
防

火
地
域
、
高
度
利
用
地
区
の
変
更

す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

都
市
計
画
決
定
・
変

更
地
区

北
千
住
駅

西
口
地
区
♀
住

二
・
手
四
丁
目
、

千
庄
旭
町
の
各
地

区
内
)

@
沿
道
整
備
計
画
の

都
市
計
画
決
定
案
お

よ
び
不
燃
化
促
進
事

業
に
伴
う
都
市
計
画

変
更
案

区
で
は
、
次
の
地

区
の
沿
道
整
備
計
画

の
決
定
す
る
こ
と
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

都
市
計
圃
決
定
地
区

国
道
4
号
線
の
千
住
新
僑
か
ら

保
木
問
交
差
点

※
両
側
お
お
む
ね
3
0
メ
ー
ト
ル
の
区
域
。

ま
た
、
都
と
区
で
は
、
次
の
地

区
の
不
燃
化
促
進
事
業
に
伴
い
、

用
途
地
域
、
特
別
工
業
地
区
、
高

度
地
区
、
防
火
地
域
お
よ
び
準
防

火
地
域
の
変
更
す
る
こ
と
を
予
定

し
て
い
李
T
。

都
市
計
画
変
更
地
区

▽
国
道
4

号
線
の
千
住
新
橋
か
ら
保
木
間

交
差
点

▽
補
助
2
6
1
号
線
の
保

木
閧
交
差
点
か
ら
保
木
間
三
丁

目
交
差
点
付
近

▽
補
助
2
5
9
号

線
の
竹
の
塚
E
T
目
交
差
点
か

ら
保
木
閧
郵
便
局
前
付
近

※
そ
れ
ぞ
れ
、
両
側
お
お
む
ね
3
0

メ
ー
ト
ル
の
区
域
。

e
小
台
通
り
地
区
不
燃
化
促
進
事

檗
に
伴
う
都
市
計
圃
変
更
案

都
と
区
で
は
、
次
の
地
区
の
不

燃
化
促
進
事
業
に
伴
い
、
用
途
地

域
、
特
別
工
業
地
区
、
高
度
地
区
、

防
火
地
域
お
よ
び
準
防
火
地
域
の

変
更
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

都
市
計
画
変
更
地
区

小
台
通
り

の
小
台
丁

二
丁
目
地
内

※
両
側
お
お
む
ね
3
0
メ
ー
ト
ル
の
区
域
。

O
区
西
都
地
域
に
か
か
わ
る
柬
京

都
市
計
画
下
水
遭
の
都
市
計
両
変

更
案都

で
は
、区
西
郡
区
域
の
下
水

道
の
幹
線
管
渠
等
の
塵
儔
を
さ
ら

に
促
進
す
る
た
め
、
熊
の
木
ポ
ン

プ
場
流
域
内
の
幹
線
管
渠
の
ル
ー

ト
の
変
更
す
る
こ
と
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

北千住駅西口地区市街地再開発計画案

く
ら
し
の

情

報

国
民
年
金

国
民
年
金
保
険
料
は

年
末
調
整

「
所
得
控
除
」
の

対
象
に
な
り
ま
す

国
民
年
金
の
加
入
者
が
納
め

た
保
険
料
は
、
そ
の
全
額
が
社

会
保
険
料
と
し
て
所
得
か
ら
控

除
さ
れ
課
税
の
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
。

現
在
、
国
民
年
金
の
第
三
号

被
保
険
者
と
な
っ
て
い
る
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
の
う
ち
、

今
年
の
3
月
ま
で
国
民
年
金
に

任
意
加
入
し
て
保
険
料
を
納
め

て
い
た
方
に
つ
い
て
は
、
今
年

の
1
月
か
ら
3
月
ま
で
に
納
め

た
保
険
料
を
、
ご
主
人
が
年
末

調
整
の
際
に
提
出
す
る
「
保
険

料
控
除
申
告
書
」
に
記
入
す
れ

ば
控
除
さ
れ
ま
す
。
忘
れ
ず
に

手
厩
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

検
認
係

　
8
8
0
5
1
6
1

国
民
年
金
保
険
料
を

納
め
ら
れ
な
い
方
へ

保
険
料
を
納
め
な
い
ま
ま
に

し
て
お
く
と
、
年
金
を
受
け
ら

れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。経

済
的
な
事
情
な
ど
で
納
め

る
こ
と
が
困
難
な
方
は
、
保
険

料
免
除
の
制
度
か
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

手
続
き
方
法

国
民
年
金
課
、

ま
た
は
各
区
民
事
務
所
へ
印

か
ん
、
年
金
手
帳
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

記
録
係

　
膕
5
1
5
1

1
1月
は

老
齢
福
祉
年
金
の

支
払
い
月
で
す

老
齢
福
祉
年
金
を
受
給
中
の

方
は
、
H
月
H
日
(
火
)
か
ら

指
定
の
郵
便
局
で
受
け
ら
れ
ま

す
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

給
付
係

　
枷
5
1
6
1

福

祉

戦
没
者
等
の
遺
族
に

特
別
弔
慰
金
を

支
給
し
ま
す

満
州
事
変
以
後
、
戦
傷
病
死

さ
れ
た
旧
軍
人
、
軍
属
、
準
軍

属
等
の
遺
族
で
昭
和
6
0年
4
月
1

日
現
在
、
公
務
扶
助
料
、
遺

族
年
金
等
を
受
け
る
権
利
の
あ

る
方
が
な
く
、
次
の
ど
ち
ら
か

に
該
当
す
る
方
は
特
別
弔
慰
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

①
初
回
、
第
2
回
、
第
3
回

の
特
別
弔
慰
金
を
受
け
た
方

か
、
こ
れ
ら
を
時
効
に
よ
り
、

受
け
ら
れ
な
か
っ
た
方

②
公
務
扶
助
料
等
を
受
け
る

権
利
の
あ
る
方
が
、
昭
和
5
4年
4

月
1
日
以
後
昭
和
6
0年
3
月
3
1

日
の
閧
に
亡
く
な
り
、
新
た

に
特
別
弔
慰
金
の
受
給
権
を
得

た
遺
族
の
方

請
求
期
限

昭
和
6
3年
6
月
1
3

請
求
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
。

民
生
係

　
8
8
2
1
1
1
1
㈹

教

育

二
次
募
集
受
付
中

足
立
区
奨
学
生

来
年
4
月
か
ら
高
校
等
に
進

学
を
予
定
し
て
い
る
方
で
、
育

英
資
金
を
希
望
す
る
方
は
、
お

早
め
に
甲
し
込
み
く
だ
さ
い
。

対
象
者

高
等
学
校
、
高
等
専

門
学
校
お
よ
び
文
部
大
臣
が

指
定
し
た
専
修
学
校
高
等
課

程
の
在
学
生
(
昭
和
6
2年
度

の
入
学
予
定
者
を
含
む
)

募
集
人
数
2
9

名

募
集
期
限
H

月
1
5日
(
土
)

申
込
先

▽
区
立
中
学
在
校
生

…
各
中
学
校

▽
そ
の
他
の

方
…
振
興
係

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
学
務
第

二
課
振
興
係

　
8
8
2
1
1
1
1

㈹
受
診
を
お
忘
れ
な
く

就
学
時
健
康
診
断

来
年
4
月
に
小
学
校
に
入
学

す
る
お
子
さ
ん
の
健
康
診
断
を

各
学
校
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

通
知
書
(
1
0月
7
日
発
送
済
)

に
指
定
さ
れ
た
日
時
・
場
所
で

忘
れ
ず
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
区
立
小
学
校
に
入
学

を
希
望
す
る
外
国
人
の
方
で
、

ま
だ
就
学
申
請
を
し
て
い
な
い

方
は
、
お
子
さ
ん
の
外
国
人
登

録
証
明
S
と
印
か
ん
を
持
参
の

う
え
、
学
事
第
一
係
へ
お
い
で

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
保
健
給

食
佩
、
ま
た
は
学
事
第
一
係

　
唹
1
1
1
1
㈹

税

金

年
末
調
整
説
明
会

区
と
足
立
・
西
新
井
税
務
署

で
は
、
昭
和
6
1年
分
給
与
所
得

の
年
末
調
整
、
住
民
税
給
与
支

払
報
告
一

等
の
提
出
に
つ
い

て
、
次
の
と
お
り
説
明
会
を
行

い
ま
す
。

区
内
亭
業
所
、
会
社
等
の
給

与
取
扱
関
係
の
方
は
、
ぜ
ひ
ご

出
席
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所

左
表
の
と
お
り

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

課
税
課
特
別
徴
収
係
(

　
頤
5
0
9
1
)

、
足
立
税
務
署
(

　
8
8
8
6
2
4
1
)
、
西
新
井

税
秘
署
(
　
8
4
0
1
1
1
1
)

足立税務署管内

_ ‥
● 畤 囀 は い ずn も 、 午 後1 時30 分 ～4 時 ま で で す 。

西新井税務署管内

● 時間はいずれも、午後1 畤30分～4 時までです。
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入
園
あ
ん
な
い

上
総
湊
健
康
学
園

千
葉
県
に
あ
る
足
立
区
立
の
小
学
校
で
す

美
し
い
緑
、
澄
み
き
っ
た
お
い

し
い
空
気
、
東
京
湾
の
青
い
海
!

房
総
半
島
の
恵
ま
れ
た
自
然
の

な
か
で
、
児
童
の
健
康
を
増
進
さ

せ
な
が
ら
、
少
人
敬
学
級
で
学
力

の
充
実
を
め
ぎ
す
小
学
校
。
こ
れ

が
健
康
学
園
で
す
。

子
ど
も
に
規
則
正
し
い
生
活
習

愃
を
つ
け
さ
せ
、
の
び
の
び
と
し

た
明
る
い
子
ど
も
に
育
て
ま
す
。

授
業
は
区
立
小
学
校
と
同
じ
内

容
で
実
施
し
、
学
校
生
活
が
終
わ

る
と
、
保
母
や一
腹
婦
が
日
常
生

活
の
世
話
を
し
て
い
ま
す
。

昭
和
2
5年
以
来
、
3
千
名
以
上

の
児
童
が
こ
の
学
園
で
生
活
し
、

健
康
の
回
復
、
増
進
に
大
き
な
成

果
を
あ
げ
て
孝
声
し
た
。

対
象
児
一

小
学
校
3
年
生
か
ら
6

年
生
の
次
の
児
童

▽
ぜ
ん
そ
く
に
か
か
っ
て
い
る

▽
肥
満
で
運
動
ざ
ら
い

▽
偏
食
が
は
げ
し
い

▽
虚
弱
等
で
、
健
康
を
増
進
し

た
い

費
用
1

ヵ
月
約
1
万
8

千
円
(

家
庭
の
事
情
に
よ
り
、
　
K額
、

免
除
の
制
度
も
あ
り
ま
す
)

入
園
手
続

現
在
通
学
し
て
い
る

学
校
の
校
長
・
担
任
、
ま
た
は

養
護
の
先
生
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い

入
園
説
明
会

ビ
デ
オ
等
で
学
園

の
説
明
を
し
ま
す

▽
1
1‥月
1
5日
、
午
後
2
時
か
ら

▽
H
月
1
7日
、
午
後
7
時
か
ら

※
場
所
は
、
い
ず
れ
も
梅
島
小
学

校
で
す

。

申
込
期
限
1

月
3
1日

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
学
筋
第
二

課
保
健
給
食
係

　
眤
1
1
1
1

㈹この一台
一台ぐらいが

道ふさぎ
第3 回駅前放置自転車

クリーンキャンペーン　11/ 11～17

東
京
都
・
区
市
町
村
主
催
で
、
1
1

月
い‥‥日
(
火
)

～
1
7日
(
月
)

ま
で
の
7
日
間
に

、
第
3
回
駅
前

放
置
自
転
車
ク
リ

、
'ン
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
関
係
各
機
関
と
の
相
互
協

力
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。

足
立
区
で
は
、
北
綾
瀬
、
五
反

野
を
は
じ
め
榎
瀬
、
北
千
住
、
関

屋
、
千
住
大
僑
、
竹
の
塚
、
西
新

井
、
梅
島
、
大
師
前
の
各
駅
で
実

施
し
ま
す
。

近
年
の
自
転
車
利
用
の
増
大
に

伴
い
、
都
内
の
各
駅
周
辺
に
は
大

量
か
つ
無
秩
序
に
自
転
車
が
放
置

さ
れ
、
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。一

台
だ
け
な
ら
と
置
い
た
自
転

車
が
た
ち
ま
ち
何
百
台
も
放
置
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

区
内
の
放
置
規
制
が
実
施
さ
れ

て
い
な
い
地
区
で
は
、
路
線
バ
ス

の
発
着
に
も
支
障
{冨
た
し
、
非

常
に
危
険
な
状
態
で
す
。

放
置
自
転
車
の
問
題
は
ひ
と
こ

と
で
い
え
ば
、
自
転
車
利
用
者
の

モ
ラ
ル
の
問
題
で
あ
る
と
い
え
ま

す
。区

民
の
皆
さ
ん
に
お
願
い
し
ま

す
。
駅
か
ら
近
く
に
お
住
ま
い
の

方
は
、
徒
歩
で

。
遠
距
離
で
自
転

車
を
利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

方
は

。
定
め
ら
れ
た
駐
申
場
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

き
れ
い
で
安
全
な
駅
前
を
つ
く

る
の
は
、
一
人
ひ
と
り
の
心
が
け

か
ら
で
す

。

《
本
庁
舎
・
交
通
安
全
対
策
課

、

区
内
3

警
察
署

》

みんなの健康
足 立 保 健 所 　855- 4151
千 住 保 健 所 　888- 4277
江 北 保 健 相 談 所 　896- 4004
東 和 保 健 相 談 所 　606- 4171
中央本町保健 相談 所 　880- 5351

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

差
別
を
な
く
す
運
動
(
2
)

前
回
に
続
い
て
、
天
保
の
改

革
の
際
の
岡
山
藩
で
の
「
渋
染

一
揆
」に
つ
い
て
述
べ
ま
す
。

1
回
目
の
鴈
の
衣
服
制
限
令

は
、
同
和
地
区
の
人
び
こ
の
要

望
を
受
け
入
れ
布
告
は
撤
回
さ

れ
ま
し
た
。と
こ
ろ
が
、
8
年

陵
の
安
政
2
年
T
8
5
5

年
)
1
2

月
に
、
贋
は
、
同
和
地
区
の

人
び
と
に
対
し
て
再
び
厳
し
い

命
令
を
出
し
た
の
で
す
。

そ
の
内
容
は
、一
物
の
色
は

渋
染
の
茶
色
か
藍
染
の
紺
色
に

か
ぎ
り
、
柄
物
や
紋
付
の
仕
立

を
許
さ
な
い
と
し
た
も
の
で

す
。
ま
た
、
履
物
に
つ
い
て
は

雨
天
以
外
の
外
出
は
は
だ
し
と

し
ま
し
た
。
そ
し
て
郡
落
内
の

近
所
往
来
の
と
き
だ
け
は
栗
下

駄
を
は
い
て
よ
い
が
、
顔
見
知

り
の
百
姓
に
出
合
っ
た
ら
下
駄

を
ぬ
い
で
は
だ
し
で
あ
い
さ
つ

を
す
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。

翌
年
、
岡
山
藩
5
3力
村
全
部

の
部
落
は
一
致
団
結
し
て
こ
れ

に
反
対
し
て
立
ち
あ
が
り
ま
し

た
。
数
千
人
の
集
団
は
、
家
老

に
強
訴
す
る
た
め
隊
を
組
ん
で

進
ん
で
い
き
ま
し
た
。

藩
で
は
、
役
人
や
武
士
が
鉄

砲
を
も
ち
出
し
て
そ
の
一
揆
を

取
り
し
ず
め
よ
う
と
し
ま
し
た

が
、
一
揆
は
そ
れ
を
は
ね
の
け

て
、そ
の
撤
回
を
訴
え
ま
し
た
。

そ
の
時
の
郡
落
の
要
求
は
、

「
わ
れ
わ
れ
当
国
の
も
の
は
、

一

薬
第
一
に
励
み
、
年
貢
も
皆

納
し
て
い
る
の
に
。
農
民
た
ち

と
異
つ
だ
差
別
を
こ
う
む
る
の

は
心
外
の
至
り
で
あ
る
」
と
い

う
も
の
で
し
た
。

藩
で
は
こ
の
要
求
を
い
ろ
い

ろ
協
議
し
た
結
梁
、
倹
約
令
を

事
実
上
撤
回
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
一
揆
に
対
す
る
処
罰
は
厳

し
く
、
1
2名
の
指
導
者
が
投
獄

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
渋
染
一
揆
の
伝
統
は
、

後
の
水
平
連
励
に
も
受
け
継
が

れ
、
1
9
2
3
(
大
正
1
2
)年
の

岡
山
県
水
平
杠
結
成
に
際
し
、

大
き
な
役
創
を
は
た
し
ま
し

た
。

◎
同
和
問
題
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
は
、
本
庁
舎
・
同
和
対
策

袒
当
へ
。

生
活
環
境

区
民
緑
化
用

苗
木
配
布

暮
ら
し
の
な
か
に
丶
〃
み
ど
P

を
増
や
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
&
の
と
お
り
苗
木
の
無
料

配
布
を
行
い
ま
す
。

日
時
H

月
1
4日
(
金
)
、
午
匯
2

時
か
ら
(
先
肴
順
)

場
所

中
央
公
園
(
中
央
本
町
1
-
1
7
-
4
)

樹
種

さ
つ
き
、
つ
つ
じ
(
お

お
む
ら
さ
き
、
く
る
め
、
べ

に
ぎ
り
)
、
む
く
け
、こ
で
ま

り
、
べ
に
か
な
め
も
ち
、
ア

ベ
リ
ア

、
じ
ん
ち
ょ
う
げ
、

い
ち
い
、
も
み
じ
、
も
く
せ

い
、
い
ぬ
つ
げ
、
さ
ん
ご
じ

ゅ
、
ひ
め
り
ん
ご
、
う
ば
め

が
し

、
に
っ
こ
う
ひ
ば
(

計
1
7種
)

配
布
本
数

千
剳
本

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
緑
化
係

　
8
8
2
1
1
1
1
㈹

水
洗
化
工
事
融
資
の

貸
付
金
利
が
引
き

下
げ
ら
れ
ま
し
た

水
洗
化
工
事
(
水
洗
便
所
へ

の
切
り
葮
え
、浄
化
槽
の
撤
去
、

排
水
設
爾
の
設
置
)
に
あ
た
っ

て

、
資
金
を
一
度
に
支
出
す
る

の
が
困
難
な
方
に
対
し
て

、
融

資
あ
っ
せ
ん
を
行
い
、
利
子
の

一
部
を
負
担
し
て
い
ま
す
。

こ
の
貸
付
金
利
が
、
1
0月
1

日
賃
付
分
か
ら
貮
の
と
お
り
引

き
下
げ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

貸
付
金
利
(
年
利
)
U
%
(

う

ち
住
民
負
担
3
.
2
%、
区
負
担
3
.
2
%
)

融
資
額
5

万
円
以
上
3
0万
円

以
内
(
た
だ
し
、
2
家
屋
、
6
0

万
円
が
限
度
で
す
)

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

土
木
部
計
回
調
整
課
助
虞
係

　
8
8
0
5
2
0
1

公
園
の
休
園
等
の

お

知

ら

せ

こ
の
た
び
、
次
の
公
園
お
よ

び
園
内
施
設
の
改
良
工
事
を
行

う
た
め
、
一
時
使
用
で
き
な
く

な
り
ま
す
。

休

園

す

る

公

園

南

栫

公

園

、

佐

野

第

二

公

園

、
大

鳥

公

園

、

六

木

第

四

公

園

、
勝

田

堀

公

園

※

休

園

期

間

は

、
H

月

か

ら

采

年
3

月

ま

で

で

す

。

使

用

で

き

な

く

な

る

施

設
　

保

木

間

公

園

内

公

衆

便

所

お

よ

ぴ

野

球

場

※

工

事

期

間
・
・・
便

所

は
1
1
(月

か

ら

、
野

球

場

は

采

年
1

月

か

ら

い

ず

れ

も
3

月

ま
で

で

す

。

問

合

せ

先

中

央

本

町

庁

舎

・

公

園

課

　

辧
5
2
6
1
(

保

木

間

公

園

・
野

球

場

の

便

用

に

つ

い

て

は

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

文

化

・
ス

ポ

ー
ツ

公

社

　
a
8
2
1
1
)

お
知
ら
せ

あ
な
た
も
出
品
し
ま
せ
ん
か

生

活

用

品

交
換
即
売
会

覃
の
中
を
見
ま
わ
し
て
く
だ

さ
い
。
押
入
れ
や
ダ
ン
ス
の
奥

に
し
ま
い
込
ま
れ
て
い
る
米
使

用
の
贈
答
品
や
、
ま
だ
使
え
る

生
活
用
品
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

眠
っ
て
い
る
生
活
用
品
を
有

効
に
活
用
す
る
た
め
に
、
あ
な

た
も
生
活
用
品
交
換
即
充
会
に

出
品
し
ま
せ
ん
か
。

出
品
受
付
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

日
時
・
場
所

▽
H
月
2
6日
・
2
7

日
・
:
消
費
者
セ
ン
タ
ー

▽
H
月
2
8日
・・・
亀
有
信
用
金

唐
竹
の
塚
支
店
(
伊
興
町
見

通
1
5
2
5
)

※
受
付
時
間
は
い
ず
れ
も
、
午

前
1
0時
～
午
後
3
時
で
す
。

取
扱
品
目

日
常
生
活
用
品
(

十
分
使
用
で
き
、
済
潔
か

つ
安
全
な
も
の
)

出
品
で
き
な
い
も
の

▽
医
薬

品
、
化
粧
品
、
動
植
物

▽

古
着
(
型
が
古
く
、
シ
ミ
の

つ
い
た
衣
類
)

▽
下
一

、食

槽
品

▽
カ
メ
ラ
、S
金
贋
、

高
級
衣
料
品
等
高
価
な
も
の
(

販
充
希
望
価
格
が
3
千
円

以
上
の
も
の
)
　

▽
消
耗
が

激
し
く
、
再
活
用
が
困
難
な

も
の

▽
こ
わ
れ
や
す
い
も

の
販
売
価
格

出
品
の
際
、
希
望

の
価
格
を
決
め
て
く
だ
さ
い

清
算

日
時
は
出
品
の
と
き
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
(

売
上
金

の
一
割
は
、
手
数
料
と
し
て

徴
収
し
、
足
立
区
社
会
福
祉

協
議
会
に
寄
付
し
ま
す
)

●
即
売
会

日
時
1
2

月
5
・
6
日
、
午
前
m

一
時
～
午
後
4
時
(
6

日
は

午
後
2
時
ま
で
)

場
所

産
業
振
興
鰓
(
足
立
区

消
費
者
展
会
場
に
即
充
会
コ

ー
ナ
ー
を
設
け
ま
す
)

問
合
せ
先

消
賢
者
セ
ン
タ
ー

　
Ⅲ
1
3
9
2

万
一
に
備
え
て
加
入
を

特
別
区

交
通
災
害
共
済

東
京
2
3区
で
は
、
交
通
災
害

共
済
制
度
と
い
う
見
舞
金
支
給

制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

加
入
で
き
る
方
2
3
区
内
に
住

所
の
あ
る
方
(
外
国
人
の
方

も
加
入
で
さ
ま
す
)

掛
金
1

口
測
円
(
年
額
)
で
2

口
ま
で
加
入
で
淞
汳
す

対
象
と
な
る
事
故

自
動
申
、

自
転
車
、
電
車
、
航
空
機
、

船
舶
等
の
交
通
機
関
に
よ
る

人
身
一

故
(
外
国
で
の
交
通

事
故
も
含
ま
れ
ま
す
)

見
舞
金
9

等
級
(
1

万
円
)

～
―
等
級
(
死
亡
・
1
5
0万
円
)
2

口
の
場
合
は
倍
額

※
こ
れ
と
は
別
に
、
区
独
自
で
4

歳
か
ら
中
学
生
ま
で
と
7
0歳

以
上
の
方
に
見
舞
金
を
支
給
し

て
い
ま
す
。

有
効
期
間

加
入
日
の
翌
日
の

午
前
O
時
か
ら
1
年
間

加
入
申
込
先

区
内
の
銀
行
。

信
用
組
合

、
信
用
金
庫
、
区

役
所
交
通
災
害
共
済
窓
口
(

郵
便
局
で
は
扱
っ
て
い
ま

せ
ん
)

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
交
通
災

害
共
済
担
当

　
鮫
-
1
1
1

㈹
放
映
し
て
い
ま
す

ル
ッ
ク
イ
ン

あ
だ
ち
N
o
.
1
9

ル
ッ
ク
イ
ン
あ
だ
ち
第
1
9作

で
は
、
区
民
ま
つ
り
や
姉
妹
都

市
ベ
ル
モ
ン
ド
市
と
の
学
生
の

交
流
、
社
交
ダ
ン
ス
グ
ル
ー
プ

「
ロ
ー
ズ
ダ
ン
ス

」
な
ど
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。

放
映
施
設
は
、
区
役
所
本
庁

舎
、
中
央
本
町
庁
舎
な
ど
2
2カ

所
で
す
。
ま
た
、
本
庁
舎
・
情

報
公
開
課
、
広
報
課
、
中
央
本

町
庁
舎
・
情
報
公
開
課
分
室
で

は
テ
ー
プ
の
賃
し
出
し
も
行
っ

て
い
ま
す
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
ビ
デ
オ

担
当

　
眤
1
1
1
1
㈹

1
1月
の
安
売
り
デ
ー

□
青
果
物
H

月
1
9日
(
水
T

黄
緑
の
ノ
ボ
リ
の
あ
る
お
店

□
魚
H

月
2
1日
(
金
)・
:
青
い

ノ
ボ
リ
の
あ
る
お
店

主
催

足
立
区
青
果
物
安
充
り

デ
ー
協
議
会
、
関
東
水
産
物

商
業
協
同
組
合
西
新
井
支
郡

・
千
住
支
部

後
援

足
立
区

《

中
央
本
町
庁
舎
・
経
済
課
》
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募
集・催
し
も
の

区
民
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

1
2月
7
日
(
日
)

日
時
・
受
付

り一
月
7
日
(
日
)
、

午
前
8
時
ま
で
に
受
付
を
完
了

す
る
こ
と
(
小
雨
・
小
雪
決
行
。

荒
天
の
場
合
は
1
2月
1
4日
に
順

延
)

コ
ー
ス

荒
川
河
川
敷
右
岸
(
千

住
新
橋
～
江
北
僑
間
)

集
合
場
所

千
住
新
橋
グ
ラ
ン
ド

参
加
資
格

区
内
在
住
・
在
動
・

在
学
者

種
目
・
距
離

□
男
子

▽
中
学
1
年
の
部…
…
4
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

▽
中
学
2
年
の
部
…
…
4
キ
ロ
び

▽
中
学
3
年
の
部
…
…
4
'
E
メ
ー
ト
ル

▽
高
校
の
部
…
…
…
…
1
0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

二
股
の
部
…
…
…
…
1
0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

▽
壮
年
の
部
1
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
・
1
0
。E
ご

(
壮
年
の
部
は
む
歳
以
占

□
女
子

▽
中
学
1
年
の
部
…
…
2
‘
E
メ
ー
ト
ル

▽
中
学
2
・
3
年
の
部
2
‘石

▽
高
校
の
部
…
…
…
4
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

▽
一
般
の
部
…
…
…
…
4
‘
か
メ
ー
ト
ル

申
込
方
法

直
接
窓
口
ま
た
は
、

往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
(
学
年
)
、
電
話
番
号
、
齡

加
種
目
を
明
記
し
て
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い

申
込
期
限
1
1

月
2
0日
(
必
着
)

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・
体

育
課
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
担
当
(

〒
1
2
0千
庄
1
-
1
1
1
8

　

眤
1
1
1
1

㈹
)

ス
ケ
ー
ト
初
心
者
講
習
会

日
時
1
2

月
1
日
(
月
)
・
2
日
(

火
)
・
3
日
(
水
)
、
午
後
6

時
3
0分
I
8

時
3
0分

場
所

松
戸
サ
ニ
ー
ラ
ン
ド
ア
イ

ス
ス
ケ
ー
ト
場
(
松
戸
駅
東
口

近
く
か
ら
送
迎
バ
ス
…
午
後
6

時
)

対
象

▽
区
内
在
庄
の
小
学
4
年

生
I
中
学
生
ま
で
の
子
と
覡

▽
区
内
在
住
・
在
動
の
1
6歳
以

上
の
方

指
導
員

日
本
ス
ケ
ー
ト
連
盟
公

認
指
導
員

定
員

Ⅲ
名
(
先
着
順
)

費
用

無
料
(
た
だ
し
、
貸
靴
利

用
料
金
3
0
0円
は
自
己
負
担
)

申
込
方
法

往
復
(

ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電

話
番
号
を
明
記
し
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い

申
込
先

本
庁
舎
・
体
育
課
区
民

ス
ケ
ー
ト
講
習
会
担
当
(
〒
1
2
0

千
庄
1
-
4

・
-
1
8
　
鋭
1
1
1
1

㈹
)

あ

ん

ぐ

る

鉄人レース優勝
( ハーフト ライアスロン)

足 立 消 防 署
レ ス キ ュ ー 隊 大橋 勝信さん

水
泳
、
自
転
車
、
マ
ラ
ソ
ン

と
ぶ
つ
続
け
で
行
い
。
体
力
・

精
神
力
の
極
限
に
挑
む
ス
ポ
ー

ツ
…
…
卜
{プ
イ
ア
ス
ロ
ン
。

こ
の
レ
ー
ス
(
9

月
、
千
葉

第
1
回
グ
ロ
ー
バ
ル
(
I

フ
ト

ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
)

に
参
加
し
、

出
場
選
手
3
1
9名
の
な
か
、
み
ご

と
優
勝
し
た
の
が
、
足
立
消
防

署
動
筋
大
橋
勝
信
さ
ん
(
2
6

歳
)
。

大
橋
さ
ん
の
所
属
す
る
特
別

救
助
隊
(
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
)
は
、

火
災
現
場
の
人
命
救
助
や
危

険
現
場
の
排
除
作
業
な
ど
に

出
動
す
る
東
東
消
防
庁
の
精

鋭
部
隊
。
い
か
な
る
非
常
時

に
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
、

日
頃
か
ら
強
じ
ん
な
体
力
・

気
力
を
養
う
た
め
の
訓
練

は
、
欠
か
せ
な
い
。

「
も
と
も
と
走
る
こ
と
は

好
き
だ
っ
た
の
と

、
仕
事
が

ら
、
水
泳
や
筋
カ
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

自
分
に
最
適
な
ス
ポ
ー
ツ
と
思

い
挑
戦
し
て
み
ま
し
た
。体
を

使
う
こ
と
は
、
自
分
の
ラ
イ
フ

ワ
ー
ク
で
す
か
ら
、
こ
れ
か
ら

も
練
習
を
続
け
。
全
国
レ
ベ
ル

の
大
会
へ
参
加
し
た
い
で
す

ね
」今

回
の
優
勝
に
よ
り
、
来
年
8

月
の
全
国
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

び
わ
こ
大
会
へ
の
出
場
は
、ほ

ぼ
確
実
。今
後
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
る
。

日
頃
、
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
員
と

し
て
訓
練
に
励
む
大
橋
さ
ん

読

書

週

間

講

演

会

日
時
H

月
1
5
日
(
土
)
、
午
後
2

時
～
4

時

場
所
・
費
用

東
和
図
書
館
(
無

料
)

演
題

主
婦
こ
そ
夢
の
自
由
笑

講
師

長
澤
信
子
氏
(『
台
所
か
ら

北
京
が
見
え
る
』、
「
主
婦
こ
そ

夢
の
自
由
業
」
の
著
者
)

定
員

旧
名

申
込
方
法

電
話
ま
た
は
窓
口
に

て
予
約

申
込
・
問
合
せ
先

東
和
図
書
館

　
6
2
8
6
2
0
3

女

性

の

た

め

の

各

種

教

室

□
手
芸
教
室

日
時
1
1
月
1
2日
(
水
)
、
午
後
1

時
～
4
時

対
象

区
内
在
住
・
在
動
の
女
性

内
容

抱
え
バ
ッ
グ

定
員
3
0
名

費
用

千
2
0
0
円

申
込
方
法

電
話
ま
た
は
窓
口

申
込
・
問
合
せ
先

東
部
セ
ン
タ

ー
　
6
0
5
7
1
0
1

□
生
活
教
室

日
時
H

月
1
8日
(火
)
、
午
後
1

時
3
0分
～
3
時
3
0分

対
象

区
内
在
住
・
在
動
の
女
性

内
容

や
さ
し
い
年
金
の
話

定
員
4
0
名

費
用

無
料

申
込
方
法

電
話
ま
た
は
窓
口

申
込
・
問
合
せ
先

東
部
セ
ン
タ

ー
　
莇
7
1
0
1

□
生
活
教
室

日
時
H

月
2
8日
(
金
)
、
午
時
1

時
3
0分
～
3
時

場
所

花
畑
区
民
セ
ン
タ
ー

対
象

区
内
在
庄
・
在
動
の
婦
人

内
容

い
き
と
い
う
時
に
、
す
ぐ

役
に
立
つ
お
祝
い
事
の
作
法
に

つ
い
て
専
門
家
に
き
く

定
員
3
0
名
(
先
善
順
)

費
用

無
料

申
込
方
法
H

月
5
日
か
ら
直
接

窓
口
ま
た
は
電
話

申
込
・
問
合
せ
先

花
畑
区
民
セ

ン
タ
ー
　
励
2
6
1
7

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
一
般
投
映
(
1
1
月
分
)

日
時

毎
週
土
曜
日
、午
後
2
時
・
3

時
3
0分
(
2
回
)

場
所

教
育
セ
ン
タ
ー

題
名

太
陽

内
容

太
陽
と
秋
の
星
座
に
つ
い

て
お
話
し
し
ま
す

定
員
2
3
0名
(
各
回
先
咎
順
)

費
用

▽
1
5歳
以
下
…
無
料

▽
1
6

歳
以
上
…
川
円

問
合
せ
先

教
育
セ
ン
タ
ー

昌
8
8
0
1

訂

正

1
0月
2
0日
号
4
面
に
掲
載

し
ま
し
た
「
各
図
書
館
の
特

色
」の
表
中
の
竹
の
塚
・
や

よ
い
・
東
和
図
書
館
の
木
曜

日
開
館
時
間
は
、
午
後
7
時

ま
で
の
誤
り
で
し
た
。
お
わ

び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

明日をになう青少年のために

全国青少年健全育成強調月間
11月1 日～30 日

青
少
年
か
明
る
く
健
や
か
に
成

長
す
る
こ
と
は
私
た
ち
み
ん
な
の

願
い
で
す
。

し
か
し
、
青
少
年
の
非
行
は
戦

浚
第
3
の
ピ
ー
ク
夲
廼
え
た
と
岔

わ
れ
、
足
立
区
に
お
い
て
も
若
干

の
減
少
は
み
ら
れ
る
も
の
の
依
然

と
し
て
高
い
水
準
に
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
総
務
庁
、
社
団
法
人
青

少
年
育
虞
国
民
会
議
の
主
唱
に
よ

り
、
家
庭
・
学
校
・
地
域
社
会
が

連
帯
を
は
か
り
、
青
少
年
の
健
全

育
成
や
、
非
行
の
撲
滅
へ
の
理
解

と
・認
識
を
深
め
て
も
ら
う
た
め

に
、
全
国
青
少
年
健
全
育
成
強
調

月
間
(
H
月
1
日
～
3
0日
)
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
強
調
月
間
を
機
会
に
、多

く
の
方
に
青
少
年
の
健
全
育
成
や

非
行
の
防
止
に
つ
い
て
関

心
奮
苻
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
区
で
も
関
係
磯

関
と
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
健
全
育
虞
、
非
行
防

止
の
た
め
の
様
々
な
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

□
町
ぐ
る
み
あ
い
さ
つ
運

動
一
言
の
あ
い
さ
つ
で
。

お
互
い
の
気
持
ち
が
な
ご

や
か
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
あ
い
さ
つ
を
通

じ
て
地
域
と
子
ど
も
た
ち

の
交
流
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
に

「
町
ぐ
る
み
あ
い
さ
つ
運
動
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
第
4
・
1
1・
1
2・
青

井
・
蒲
原
・
花
畑
・
樂
島
根
・
柬

綾
噸
・
溯
江
の
各
地
区
少
年
団
体

協
議
会
管
内
で
行
い
ま
す
。

□
青
少
年
を
守
る
店
推
進
運
動

区
内
の
商
店
・
娯
楽
場
な
ど
で

青
少
年
の
非
行
防
止
に
協
力
し
て

い
た
だ
け
る
お
店
に
「
青
少
年
を

守
る
店
」
の
看
板
と
ス
テ
ッ
カ
ー

を
お
配
り
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
も
区
で
は
『
観
と
子

の
町
ぐ
る
み
ふ
れ
あ
い
ク
リ
ー
ン

作
戦
』「
子
ど
も
の
広
場
助
成
」「
善

行
青
少
年
の
顕
彰
」
な
ど
青
少
年

の
健
全
育
成
、
非
行
防
止
の
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
積
極
的
な
参
加
・
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

《
青
少
年
対
策
担
当
》

青
少
年
健
全

育
成
区
民
大
会

青
少
年
健
全
育
成
強
調
月
間
の

一
環
と
し
て
、
次
の
と
お
り
区
民

大
会
を
閧
催
し
ま
す
。

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
1
1
(
月
1
6日
(
日
)
、
午
後
1

時
～
4
時

場
所

文
化
会
館

内
容

▽
青
少
年
健
全
育
成
作
文

コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
発
表
、
表

彰
式
、
優
秀
作
品
発
表

▽
講
演
・・・
「
子
は
天
か
ら
の
授

り
も
の

」
大
田
堯
氏
(
東
京
大

学
名
糖
教
授
)

▽
地
域
・
健
生
・
子
ど
も
代
表

に
よ
る
事
例
発
表

▽
足
立
区
少
年
鼓
笛
隊
一
合
唱

団
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
青
少
年
対

策
担
当

　
8
8
2
1
1
1
1
㈹

珠
算
競
技
大
会

参
加
者
募
集

青
少
年
の
健
全
育
成
と
珠
算
技

能
の
向
上
の
た
め
、
次
の
と
お
り

大
会
を
実
施
い
た
し
ま
す

。

日
時
H

月
9
日
(
日
)
、
▽
小
学

生
の
部
…
午
前
8
時
3
0分
開
場

▽
中
学
生
の
部
・
:午
後
1
2時
3
0

分
開
場

▽
高
校
生
・
一
般
の

部
…
午
暖
り一
時
3
0分
開
場

会
場

足
立
区
役
所
本
庁
舎
7
階

大
会
議
室

対
象

区
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
者

※
高
校
生
・
一
般
は
個
人
参
加
に

つ
き
至
急
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。(

小
・
中
学
生
は
、
団
体
参
加
に

つ
き
申
込
み
は
締
切
り
ま
し
た
)

申
込
方
法

申
込
用
紙
が
、
青
少

年
係
に
あ
り
ま
す

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・
青

少
年
係

　
眤
1
1
1

㈹

地
域
ぐ
る
み
で
行
わ
れ
て
い
る
親
と

子
の
清
掃
活
動
(

千
住
地
区
)

成
人
の
日

の

集

い

晩
人
の
日
の
集
い
を
、
来

年
1
月
1
5日
に
文
化
会
館
と

産
業
振
興
館
で
吁
い
ま
す
。

対
象
は
、
昭
和
む
年
4
月
2

日
か
ら
昭
和
4
2年
4
月
1

日
の
間
に
生
ま
れ
た
方
で
、

来
年
の
年
門
状
で
ご
案
内
し

ま
す
。

地
区
別
会
場

▽
産
業
振
興
館
…
午
前
の

部
(
千
住
・
小
台
・
宮
城

・
新
田
地
区
に
お
住
い
の

方
)

▽
文
化
会
館
・・・
午
前
の
部
(

荒
川
以
北
の
国
道
4
号

線
か
ら
西
側
に
お
僅
ま
い

の
方
)

▽
文
化
会
館
…
午
唆
の
部
(

荒
川
以
北
の
国
道
4
号

線
か
ら
東
側
に
お
住
い
の

方
)

問
合
せ
先

本
7

舎
・
文
化

係

　
8
8
2
1
1
1
1
㈹

掲示
板

□
簡
易
保
険
・
郵
便
年
金
紀
念

文
化
講
演
会

日
時
H

月
2
2日
(
土
)
、
午
後
1

時
3
0分
～
4
時
3
0分

場
所

江
東
区
文
化
セ
ン
タ
ー
(

江
東
区
東
陽
4
1
1
1
-
3
)

講
師
・
テ
ー
マ

▽
三
国
一
郎
(

放
送
タ
レ
ン
ト
)
「
わ
た
し

の
老
後
プ
ラ
ン
」
▽
渡
辺
文

雄
(
俳
優
)
「
食
あ
れ
こ
れ
」

問
合
せ
先

足
立
郵
便
局
　
朏

□
年
末
資
金
の
申
込
み
は
、
お

早
め
に

年
末
商
戦
に
蠑
え
て

、
商
品

仕
入
、
手
形
決
済
資
金
な
ど
に

ご
利
用
く
だ
さ
い

。

融
資
額
2

千
7
0
0万
円
以
内

融
資
期
間

▽
運
転
資
金
…
5

年
(
必
要
に
応
じ
て
7

年
以

内
)

▽
設
備
資
金
・・・
m一
年
以

内

利
率

年
U
%

※
進
学
資
金
貸
付
を
1
1月
よ
り

取
扱
い
開
始
し
ま
す
。

問
合
せ
先

国
民
金
融
公
庫
千

住
支
店

　
8
8
1
6
1
7
5

□
雇
用
保
険
へ
加
入
を

雇
用
保
険
は
、
一
人
で
も
労

働
者
を
雇
用
し
て
い
る
事
業
所

は
、
す
べ
て
加
入
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

H
月
は
、「
雇
用
保
険
適
用
促

進
強
調
月
間
」
と
し
て
相
談
窓

口
を
開
設
し
ま
す
。
ま
だ
加
入

し
て
い
な
い
事
業
主
の
方
は
、

足
立
公
共
職
業
安
定
所
ま
た
は

区
内
の
労
働
保
険
事
務
組
合
に

ご
相
談
の
う
え
加
入
し
て
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
先

足
立
公
共
職
業
安

定
所
雇
用
保
険
適
用
課

貎
1
2
8
7

□
ご
存
知
で
す
か
「
税
を
知
る

週
間
」

国
税
庁
で
は
、
1
1月
1
1‥日
か

ら
1
7日
ま
で
を
「
税
を
知
る
週

間
」
と
定
め
て
、
区
内
各
地
で

講
演
会
、
税
の
無
料
相
談
、
ク

イ
ズ
大
会
な
ど
の
各
種
催
し
物

を
閧
催
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
で

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

足
立
税
務
署
(
　

蝴
6
2
4
1
)
、西
新
井
税
務

簧
(
　
搨
-
1
1
1
)

□
書
道
教
室
受
講
生
募
集

期
間

来
年
3
月
ま
で
の
毎
週

水
曜
日
、
午
後
6
時
か
ら

場
所

足
立
勤
労
福
祉
会
館

定
員
1
5
名
(
先
着
順
)

費
用

入
学
金
千
円
、
月
額
2

千
沺
円

申
込
・
問
合
せ
先

東
京
都
勤

労
福
祉
協
会
　
2
6
8
2
7
8
1

□
個
人
事
業
税
の
納
付
に
つ
い

て
H
月
は
、
個
人
事
業
税
第
2

期
分
の
納
期
で
す
。
お
近
く
の

金
融
機
関
等
ま
た
は
都
税
事
務

所
で
お
納
め
く
だ
さ
い
。

※
足
立
都
税
事
務
所
で
は
、
庁

舎
改
修
工
事
に
と
も
な
い
1
2月

上
旬
ま
で
駐
車
場
が
使
用
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
協
力
願
い
ま

す
。
《
足
立
都
税
事
務
所
》

□
少
年
非
行
無
料
相
談

相
談
日

毎
月
第
3
木
曜
日

、

午
後
1
時
～
4

時

受
付

先
着
順
(
電
話
予
約
可

場
所
・
主
催
・
問
合
せ
先

第

二
東
京
弁
護
士
会
(

千
代
田

区
霞
が
関
―
-
―
-
4
)

沺
1
8
8
5

□
下
請
企
業
の
紹
介
・
あ
っ
せ

ん日
時
H

月
1
4日
(
金
)
。
午
前
1
0

時
～
午
後
4
時

場
所

足
立
区
勤
労
福
祉
会
館

相
談
内
容

下
請
受
注
・
発
注

の
あ
っ
せ
ん
と
登
録
、
苦
情

・
紛
争
、
工
場
移
転
(
設
爾

の
貸
与
)
円
高
関
連
相
談
、

融
資
相
談

主
催

都
中
小
企
業
振
興
公
社

区
経
済
課
(

商
工
相
談
室
)

問
合
せ
先

都
中
小
企
業
振
興

公
社

　
2
5
1
7
8
8
1

ひ
ろ
ば

※
先
着
順
で

、
1
団

体
1
事
業
、
3
ヵ
月

間
再
掲
載
不
可
。

投
稿
先
…
広
報
課

=
催
し
物
=

☆
足
立
区
民
コ
ン
サ
ー
ト
H

月
1
5日
(
土
)
、
午
後
6

時
3
0分

閧
演
/
竹
の
塚
社
会
教
育
会
館
/

入
場
券
お
と
な
千
掴
円
、
子

ど
も
千
円
(
当
日
、
お
と
な
千
5
0
0

円
、
子
ど
も
千
2
0
0円)
/

▽

新
星
日
響
足
立
区
民
コ
ン
サ
ー

ト
実
行
委
叫
会

　
捌
1
5
5

☆
ミ
ニ
(
小
学
生
)
バ
ス
ケ
ッ

卜
交
歓
会
H

月
1
6日
(
日
)
。

午
前
9
時
～
午
後
4
時
3
0分
/

中
央
本
町
体
育
館
お
よ
び
東
和

体
育
館
/
区
内
小
学
4
～
6
年

生
/
男
女
別
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
/

先
着
順
、
男
女
各
6
チ
ー
ム
/

参
加
費
・
:千
円
/
足
立
区
バ
ス

ケ
ッ
ト
連
盟
▽
阿
出
川

　
誣

☆
な
ぎ
な
た
初
心
者
講
習
会
7

土
曜
ク
ラ
ス
H

月
1
5・
2
2

日
、
午
後
3
時
～
4

時
3
0分
・
:

絎
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

▽
日
曜
ク
ラ
ス
H

月
1
6
・
2
3

日

。
午
後
2
時
洳
分
～
4
時
・・・

千
寿
小
学
校
体
育
館
/
小
学
1

年
以
上
な
ら
ど
な
た
で
も
/
無

料
/
用
具
は
連
盟
で
牟
備
し
ま

す
/
足
立
区
な
ぎ
な
た
迎
盟
∵

内
田
　
鵬
3
9
8
9

☆
ア
イ
ス
・
ス
ケ
ー
ト
を
楽
し

む
会

す
べ
れ
な
い
人
に
は
連

盟
指
導
員
が
教
え
ま
す
。
1
1月

～
3
月
、毎
月
2
回
/
日
曜
日
、

午
前
8
～
m
一
時
/
松
戸
サ
ニ
ー

ラ
ン
ド
(

貨
叨
)
/

幼
児
か

ら
お
と
な
ま
で
/

▽
畏
谷
部

　
8
8
1
9
0
6
5

=
募

集
=

☆
社
交
ダ
ン
ス
(棆
の
木
会
)

個
人
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
て
練
習

し
ま
す
/
毎
週
水
曜
日
、
午
陂
6

時
3
0分
～
8
時
3
0分
/
産
業

振
興
館
/
入
会
金
千
円
、
月
額
3

千
円
/
直
接
会
場
へ
/
T
啗

の
木
会
　
眤
4
5
8
2

☆
大
極
拳
同
好
会

毎
週
土
曜

日
、
午
前
1
0
時
～
正
午
/
ボ
ナ
(

イ
ツ
中
川
渠
会
所
/
月
額
3

千
円
/
v

香
取

　
B
2
6
7

☆
ヨ
ー
ガ
同
好
会

陬
週
上
曜

日
、
午
前
1
0時
～
H
時
3
0分
∠

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
ノ
入

会
金
千
円
、
月
額
2
千
円
/
マ

伊
柬
霆
5
8
5
7

☆
ジ
ュ
ニ
ア
読
書
サ
ー
ク
ル

(
北
村
正
裕
文
芸
鮫
話
会
)

阿

月
第
2
日
曜
、
午
吸
3
時
I
6

時
/
自
宅
(
葛
飾
区
心
有
5
r

目
匸

石

～
1
8
歳
/
5
0
0円

ム

北
村

　
6
2
8
3
4
9
7

☆
足
立
北
リ
ト
ル
リ
ー
グ
(
硬

式
)

東
京
大
会
優
勝
チ
ー
ム
/

毎
週
日
曜
日
/
舎
人
り
ト
ル

球
場
/
ふ
学
1
H
r
以
ヒ
/

リ
ー

グ
事
務
局
∵
輿
石

　
蚓
5
9

☆
(
日
本
在
宅
看
護
普
及
会
)
運

営
委
員
募
集

老
人
パ
ワ
ー
の

再
開
発
や
在
宅
看
護
の
研
究
を

一
緒
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
/
∵

凌
辱
　
6
2
8
2
0
3
0

U. K. 240, 000


